
みどりと出会い、人と出会い、街と出会う

公園サポーター通信
令和8年3月 新宿区みどり土木部みどり公園課 発行 Vol.24

日頃より公園の維持管理や見守り活動にご協力いただき、ありがとうございます。
この通信では、公園利用者を困らせるやっかいな生き物たちについて、ご紹介します。

せっかく育てている花や球根などが食い荒らされるほか、ゴミを他から公園内に持ってきた
りする被害が発生しています。

■ 問い合わせ先 ●公園サポーター活動に関すること（活動内容・活動者の変更等）

公園管理係 電話 03-5273-3914

●公園の管理に関すること（樹木の剪定・公園施設の破損・ゴミの回収等）

東部公園事務所 電話03-5361-2451(明治通りより東側エリア)

西部公園事務所 電話03-3364-2421(明治通りより西側エリア)

新宿中央公園管理事務所 電話03-3342-4509

ホームページ

公園での出現状況特徴種類

最も多い湿気・水場を好む、大型ドブネズミ

多い高所移動が得意、警戒心強
い。クマネズミ

ネズミは、花壇や腐葉土が堆積した場所など柔らかい土の場所を好んで巣穴を作ります。区
では、ネズミの巣穴を発見した場合、穴をふさぐなどの対策を行っています。

公園での出現状況特徴種類

多い街中によくいる。額が出っ
張り、太いくちばし。ハシブトガラス

少ないくちばしが細く、地上でエ
サ探しが多い。ハシボソガラス

区では、人への攻撃を行う恐れがある場合、巣の撤去を行っています。巣作りの最中に巣を
撤去してもすぐ作りなおしてしまうため、卵が産まれた時期(4月下旬～６月頃）を目安に行い
ます。

ヒナが生まれて巣立つ時期が近くなると、カラスの
攻撃性が高まります。遭遇してしまったときは、でき
る限り距離をとって、身を守ってください。 背中を

みせない
帽子を
かぶる

とがったもの
を上にあげる



ハトへのエサやりは、公園で禁止されている行為です。一見やさしい行為に見えますが、実は
さまざまな問題を引き起こします。

令和8年2月、新宿中央公園（西新宿２－１１）
富士見台のふもとに「花のもり」が新しくオープ
ンしました。
宿根草4500株以上の花壇が出迎え、季節ごと

の彩りが楽しめます。園路は段差をなくして歩き
やすく、ベンチも多く配置されています。ゆっく
り花を眺めながら過ごせる心地よい空間です。
春の花が見ごろを迎えます。ぜひ一度足を運ん

でみてください。

公園での出現状況特徴種類

多い
群れで行動する。首元に緑や紫
の光沢がある。人馴れが強く、
都市環境に最も適応。

ドバト

少ない
単独もしくはペアで行動。全体
に茶褐色、翼に“ウロコ模様”
鳴き声は「デーデーポッポー」

キジバト

ハトにエサを与えると、食べ残したエサが原因でネズミなどの害獣が増えたり、ハトが増えすぎ
たりしてしまいます。その結果、フンによる被害が出たり、公園の花が食べられたりします。また、
大量のハトが集まることで、公園を利用する方に不快感や恐怖を与える原因にもなります。

野鳥は鳥獣保護法により、捕まえたり連れて帰ったりすることはできません。見つけた場所に
そっと戻し、遠くから静かに見守ってください。

西坂公園（中落合2-7）は、令和6年度に意見交
換会を開催するなど、地域と協働しながら整備計
画を作成しました。
大型複合遊具の改修や

バリアフリートイレの設
置などを行って楽しく
利用しやすい公園に生ま
れ変わります。


